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●�

令
和
７
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

令
和
６
年
度
決
算
は
学
校
給
食
費

無
償
化
が
実
現
し
賛
成
し
た
が
、
７

年
度
決
算
に
は
義
務
教
育
の
保
護
者

負
担
ゼ
ロ
へ
進
む
新
た
な
一
歩
が
な

か
っ
た
。
財
政
調
整
基
金
な
ど
各
基

金
に
は
積
み
増
し
す
る
一
方
で
、
今

の
市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
を
後
回

し
に
し
て
お
り
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

実
質
収
支
額
は
、
市
税
の
増
収
に

よ
り
１
２
０
０
万
円
の
単
年
度
黒
字

と
な
っ
た
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

国
や
東
京
都
か
ら
の
支
出
金
を
積
極

的
に
活
用
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全

と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
各
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
財

政
の
健
全
化
へ
の
一
層
の
努
力
を
期

待
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

財
産
調
査
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に

よ
る
収
納
率
の
向
上
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
環
境

負
荷
低
減
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
生

成
Ａ
Ｉ
導
入
な
ど
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

英
語
教
育
の
充
実
で
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
平
均

ス
コ
ア
が
全
国
平
均
を
上
回
る
な
ど
、

行
政
改
革
や
教
育
施
策
の
確
か
な
前

進
が
認
め
ら
れ
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

福
生
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
の
表
明
後
、
猛
暑
の
中
電
気
使
用

量
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削

減
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
。
ま
た
、

福
生
市
こ
ど
も
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年

に
こ
ど
も
食
堂
運
営
補
助
金
や
多
文

化
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
の
設
置
な
ど
、
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
に
注
力
さ
れ
た

こ
と
も
評
価
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

都
の
施
策
で
第
１
子
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
余
力
で

子
供
の
医
療
費
助
成
の
一
部
負
担
を

廃
止
し
た
こ
と
や
、
市
と
事
業
者
双

方
に
利
点
が
あ
る
電
子
契
約
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
な
ど
、
業
務
を
効
率
化
し
、

知
恵
を
持
っ
て
各
事
業
に
予
算
を
振

り
分
け
た
取
り
組
み
を
評
価
し
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

武
蔵
野
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
般
の
計
画
的

な
更
新
、
文
化
活
動
で
は
公
民
館
サ
ー

ク
ル
や
市
民
活
動
団
体
等
と
の
協
働

事
業
の
実
施
、
そ
の
他
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
の
機

能
強
化
な
ど
、
細
部
に
わ
た
っ
て
行

き
届
い
て
い
た
１
年
で
あ
り
、
本
決

算
に
賛
成
す
る
。

●�

憲
法
第
99
条
に
定
め
る
憲
法
尊
重

擁
護
義
務
の
厳
守
を
国
に
求
め
る

意
見
書

■
反
対

　

憲
法
第
99
条
の
義
務
と
は
現
に
効

力
を
有
す
る
憲
法
の
遵
守
で
あ
り
、
改

正
の
主
張
や
議
論
を
禁
ず
る
も
の
で

は
な
い
。
憲
法
改
正
は
最
終
的
に
は

国
民
投
票
に
よ
り
主
権
者
で
あ
る
国

民
が
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
入
り
口

を
閉
ざ
さ
ず
国
民
全
体
で
真
剣
に
議

論
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
本
意

見
書
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

憲
法
前
文
は
再
び
戦
争
の
惨
禍
を

起
こ
さ
な
い
と
決
意
を
掲
げ
、
第
99

条
は
こ
れ
を
現
実
の
政
治
で
守
る
義

務
を
課
し
て
い
る
。
発
議
権
を
持
た

な
い
内
閣
が
行
政
権
を
背
景
に
改
憲

を
掲
げ
る
こ
と
は
立
憲
主
義
の
点
か

ら
問
題
だ
。
平
和
な
外
交
と
対
話
を
進

め
る
政
治
へ
の
転
換
が
必
要
で
、
本

意
見
書
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
に
対
し
て
も

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

令
和
７
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

令
和
７
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

令
和
７
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

石
綿
暴
露
防
止
体
制
強
化
を
求
め

る
陳
情
書

５
７
８
万
８
６
５
９
円
の
積

み
立
て
を
行
う
一
方
で
、
１

億
９
千
万
円
の
取
り
崩
し
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
度
末
の
基
金
残
高

は
８
億
４
２
４
７
万
１
２
７

６
円
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
特
定
健
康
診
査
事
業
の

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
受
診
率
向
上
の
取
り
組

み
と
し
て
、
勧
奨
通
知
を
４

種
類
作
成
。
通
常
の
勧
奨
通

知
に
加
え
、
血
圧
、
脂
質
、

血
糖
と
、
そ
の
方
の
前
年
度

の
健
診
結
果
に
合
わ
せ
て
色

み
や
内
容
を
分
け
、
数
値
の

改
善
方
法
や
放
置
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
等
を
記
載
し
、
継

続
的
な
受
診
勧
奨
に
加
え
、

数
値
の
改
善
に
も
役
立
て
ら

れ
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
令

和
７
年
度
は
健
診
期
間
を
半

月
間
前
倒
し
で
実
施
し
、
受

診
率
は
46
％
に
向
上
し
た
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
認
知
症
総
合
支
援
事
業

の「
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
伺

う
。

　

令
和
７
年
度
に
新
た
に

実
施
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
み
ん

な
で
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
を
共
有
を
し
、
認
知
症

啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で

あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
楽

費
の
自
己
負
担
分
、
３
割
負

担
分
も
助
成
対
象
と
す
る
と

と
も
に
、
助
成
の
上
限
額
を

５
万
円
か
ら
10
万
円
に
増
額

す
る
。
な
お
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
、
都
内
26
市
で
最
高

額
と
な
る
と
と
も
に
、
23
区

含
め
都
内
全
体
で
も
上
位
の

助
成
額
に
な
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
保
険
料
軽
減
の
対
象
年

齢
拡
大
へ
の
対
応
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
良
の
詳
細
を
伺

う
。

　
未
就
学
児
に
対
し
て
行

っ
て
い
る
保
険
料
均
等
割
の

５
割
軽
減
に
つ
い
て
、
令
和

８
年
５
月
に
成
立
し
た
健
康

保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
令
和
９
年
４

月
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
対

象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
る
た
め
、

保
険
税
の
算
定
を
行
う
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

令
和
８
年
度
の
介
護
給

付
費
準
備
基
金
の
総
額
に
つ

い
て
伺
う
。

　

令
和
８
年
度
は
令
和

７
年
度
の
決
算
余
剰
金
及
び

定
期
預
金
利
息
分
の
１
億
８

円
を
借
り
入
れ
る
と
あ
る
が
、

予
定
利
率
と
償
還
を
予
定
す

る
期
間
に
つ
い
て
伺
う
。

　
予
定
利
率
は
、
現
時
点

で
は
決
ま
っ
て
な
い
。
償
還

を
予
定
す
る
期
間
は
10
年
の

借
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　
市
は
現
在
の
下
水
道
事

業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

各
種
経
営
指
標
や
約

２
億
７
３
８
０
万
円
の
純
利

益
が
示
す
通
り
、
全
体
と
し

て
良
好
か
つ
安
定
的
な
経
営

が
で
き
て
い
る
も
の
と
評
価

し
て
い
る
。

　
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

金
（
対
象
拡
大
分
）
の
詳
細

を
伺
う
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
以

降
に
保
険
適
用
の
特
定
不
妊

治
療
を
開
始
し
た
方
を
対
象

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
助
成
し

て
い
た
先
進
医
療
分
に
加
え

て
、
保
険
適
用
と
な
る
治
療

　
９
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今
回

の
工
事
に
よ
り
、
の
り
面
の

安
全
性
が
高
ま
る
と
い
う
認

識
で
良
い
か
伺
う
。

　
令
和
７
年
度
に
応
急
対

策
工
事
を
実
施
し
た
が
、
今

回
は
長
期
的
に
の
り
面
を
安

定
さ
せ
る
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
安
全
性
が

高
ま
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　

下
水
道
施
設
修
繕
費

２
０
８
３
万
円
の
特
定
財
源

と
し
て
企
業
債
１
６
７
０
万

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

▲のり面工事後の様子

討　
論

討　
論

た
め
、議
会
及
び
議
員
の
活

動
原
則
そ
の
他
の
議
会
に
お

け
る
基
本
事
項
を
定
め
る
条

例
を
新
た
に
制
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
生
よ
い
と
こ
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
伴
い
、反
問
、

委
員
間
討
議
及
び
広
報
広
聴

委
員
会
に
関
す
る
規
定
を
定

め
る
と
と
も
に
、規
定
を
整
理

す
る
た
め
、規
則
を
改
正
す
る

も
の
。

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
石
綿
暴
露
防
止
体
制
強
化
を
求
め
る
陳
情

書（
８
‐
９
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
事
前
調
査
、
除
去
及
び
飛
散
防
止
に
つ
い

て
は
、
国
及
び
東
京
都
の
関
係
法
令
等
に
基

づ
く
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
の

対
策
に
つ
い
て
も
、
国
、
東
京
都
及
び
そ
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る
体
制
が
構

築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
独
自
の
新
た
な
制

度
や
体
制
を
設
け
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
憲
法
第
99
条
に
定
め
る
憲
法
尊
重
擁
護
義

務
の
厳
守
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書（
８
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
憲
法
改
正
の
議
論
は
、
憲
法
第
96
条
に
基

づ
き
、
国
会
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
総

理
大
臣
及
び
内
閣
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
内
閣
及
び
現
内
閣

で
も
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
は
守
ら
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難

い
。

陳
　
情

陳
　
情


